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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

（２）所在地

　　　　認証・登録範囲：本社　　　　 〒250-0863　　神奈川県小田原市飯泉２１６番地の１

 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　

担当者　　　　　　　 渡邉　悠樹

連絡先　　　　　　　　〒259-1304　　神奈川県秦野市堀山下196-1　〒250-0863　　神奈川県小田原市飯泉２１６番地の１

Ｔｅｌ　　　0465-45-0531 Ｆａｘ　　　0465-49-2420　

（４）事業活動の内容

　　　　　　一般廃棄物収集運搬業 　産業廃棄物収集運搬業

　清掃業　 警備業　古物商　一般貨物自動車運送業

（５）事業の規模

事業規模

受託した廃棄物の収集運搬量

廃酸

廃アルカリ

2,306

合計

収集運搬量合計

中井事業所 〒259-0148　　神奈川県足柄上郡中井町雑色２３５－１　

96

廃プラ 378

401.2

156.7

416

紙くず

木くず

動物性残渣

ガラスくず

163

収集運搬量（ｔ）

収集運搬量（ｔ）

4.8

2,210

産業廃棄物

廃棄物の種類

汚泥

延面積(本社)　 ｍ2 142

455

65

172

一般廃棄物

廃棄物の種類

可燃ごみ

廃油

延面積(中井)　 ｍ2 2,169

　　　　　株式会社エコシステム

　　　　　代表取締役　渡邉　孝明

Ｅ－ｍａｉｌ　eco.y-watanabe@siren..ocn.ne.jp

延床面積(中井)　 ｍ2 452

人 8従業員

延床面積(本社)　 ｍ2 49

環境管理責任者　 渡邉　悠樹

活動規模 単位 2022年度

売上高 百万円 168.5
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（１）法人設立年月日：平成18年6月

（２）資本金：950万円
（3）組織図：「３．実施体制」の通り
（４）許可の内容

産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

36.12.24

清掃業（建築物飲料貯水槽清掃業）

神奈川県 24貯第6号
30.12.25

大井町 大井町指令第0212号
4.11.12 収集運搬

（無）6.11.11

小田原市 許可番号79号
4.11.11 収集運搬

（無）6.11.10

松田町 松　第2929号
4.2.15 収集運搬

（無）6.2.14

（６）情報公表項目

○

警備業

神奈川県 第948号
3.9.19

8.9.18

清掃業（建築物清掃業）

神奈川県 R4清第6号
5.2.6

11.2.5

収集運搬
（無）

○○

動
植
物
性
残
渣

ゴ
ム
く
ず

が
れ
き
類有効年月日

神奈川県 第01454131118号
31.1.31 収集運搬

（無）

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

事業の区分
（積替保管）

一般廃棄物

燃
え
が
ら

36.1.20

汚
泥

廃
油

○

東京都 第13-50-131118号
3.1.15

静岡県 第2201131118号

中井町 4中環第6号
4.4.1 収集運搬

（無）6.3.31

許可者 許可番号

許可年月日

○

7.7.15
埼玉県 第01100131118号

2.8.25 収集運搬
（無）

神奈川県 第014030060451号
8.10.12

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
渣

が
れ
き
類有効年月日

○○○○○ ○

金
属
く
ず

○

ガ
ラ
ス
陶
磁
器

鉱
さ
い

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

○○

許可者 許可番号

○

事業の区分
（積替保管）

燃
え
が
ら

汚
泥

3.11.2 収集運搬
（無） ○○

29.3.27 収集運搬
（無）

○

許可年月日
紙
く
ず

ゴ
ム
く
ず

○

○

○

木
く
ず

9.3.26

○○○○○○

一般貨物自動車運送業
関東運輸局 関自貨第600号 29.10.19

東京都 第13-00-131118号
3.1.15 収集運搬

（無）

○○○○○○

○○○○○○○ ○○○

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器

鉱
さ
い

○
8.1.14

○○

○○

29.11.30

8.1.14
特定有害産業廃棄物　金属等を含む特定有害産業廃棄物

古物商

神奈川県 第452700013295号
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（５）施設等の状況

　①収集運搬業：運搬車両

　②収集運搬業：積替保管施設は無し

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

（２）認証・登録対象活動

産業廃棄物収集運搬業　一般廃棄物収集運搬業

　　　　本社、中井事業所（所在地は１．（２）に記載）

1バン

清掃車

8ｔ 1

1.5ｔ

1

バン

8ｔ

8ｔ 1

脱着式コンテナ車

3

4ｔ

パッカー車

1

バン

　清掃業　　　警備業　　　古物商     一般貨物自動車運送業　

合　　計 13

6ｔ

脱着式コンテナ車 8ｔ 2

4ｔ 1

キャブオーバ車

種　　類 最大積載量等 台　　　数

パッカー車 ４ｔ 2
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３．実施体制

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 １．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

役割・責任・権限

代表者

１．経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
２．環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約、全従業員に周知する
３．実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する
４．環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する
５．環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

実施体制及び責任･権限表

代表者
渡邉 孝明

環境管理責任者

渡邉 孝明

ＥＡ２１事務局
田中 一子

業務事務部門
渡邉 悠樹

総務部門
田中一子

実施体制及び責任･権限表

代表者
渡邉 孝明

環境管理責任者

渡邉 悠樹

ＥＡ２１事務局
田中 一子

総務部門
田中一子
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４．環境経営方針

基本理念

　当社は「廃棄物の収集運搬・処分業」を通して、環境経営を進めることにより、環境に
優しい社会の実現に貢献します。すなわち、「資源再生・リサイクル」を拡大・充実するこ
とにより、国の推進する循環型社会の実現、地球環境保全に貢献します。

行動指針

　当社は上に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全員
が理解し、以下の項目につき積極的に取組みます。

１．国・地方自治体などの環境に関連する規制及び当社が同意したその他の要求事項
を遵守し、環境経営の継続的改善に取り組みます。

２、地球環境保護のために、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

　　　　①　燃料（軽油、ガソリン、灯油、など）使用量の削減

　　　　②　電気使用量の削減

　　　　③　総排水量の削減

　　　　④　廃棄物排出量の削減

　　　　⑤　顧客に環境・リサイクル情報の積極的提供･提案

３．資材等の購入において、積極的にグリーン購入を推進することにより広く環境保全
活動に寄与します。
　　合わせて、社内で使用するオフィス用品のグリーン購入の推進につとめます。

４、受託した産業廃棄物の再資源化を推進し、最終処分量の削減に取組ます。

５．環境方針は、すべての従業員に周知します。

2021/5/20改訂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社エコシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　渡邉　孝明　 
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基準値

2021年（2020年） 実績 評価

（排出量） 1 %削減 2 %削減 3 %削減

kg-CO2 94,095

電力使用量 1 %削減 2 %削減 3 %削減

kWh 11,137 10,542

kg-CO2 5,569 5,271

ガソリン使用量 1 %削減 2 %削減 3 %削減

L 5,634 3,124

kg-CO2 13,071 7,247

軽油使用量 1 %削減 2 %削減 3 %削減

L 28,965 27,744

kg-CO2 74,729 71,579

（一廃排出量） 1 %削減 2 %削減 3 %削減

kg 40.0

（水使用量） 1 %削減 2 %削減 3 %削減

 m3 351

（リサイクル情
報提供件数）

20

20 件

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.500ｋｇ-CO2

注(２)基準年は2021年度とする。（廃棄物、水は2020年度基準）

注（4）灯油は目標に設定はしてないが、二酸化炭素排出量には含まれています。

リサイクル
情報提供

20

12,679

28,096

72,487

38.8

340

2024年5月
～2025年4月

91,272

10,803

5,401

5,465

環境目標

５．環境経営目標と実績及び評価

中期目標2022年度目標と実績・評価

2022年5月
～2023年4月

84,623 ○

単位
2021年5月

～2022年4月

2024年度

28,38628,675

5,578

12,940

5,521

12,810
○

○

件数

73,982 73,234

○

３．水資源投入量
　　の削減

39.6 39.2

347.5

目標 2023年度

10,914

5,513 5,457

93,154

2023年5月
～2024年4月

92,213

11,026
○

リサイクル
情報提供

20 20

344

１．二酸化炭素
  排出量の削減

1.1 電力使用

　量の削減
(1)

1.３ 自動車燃料
  使用量の削減
　　　　(軽油）

２．廃棄物排出量
   の削減

４．リサイクル情
報
   提供の推進

1.2 自動車燃料
  使用量の削減
　　　　(ガソリン）

注(3)化学物質は使用していません。

リサイクル
情報提供

120

259

☓

○
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１．二酸化炭素

　　排出量の削減

・LED照明への切替検討

・装置の不使用時電源ＯＦＦ

・エアコンの温度設定最適化

・車輌点検整備の徹底
・エコドライブの徹底
・低燃費車の導入検討

・車輌点検整備の徹底

・エコドライブの徹底

・低燃費車の導入検討

　・一廃分別の徹底

・コピー紙等のリサイクル

・節水の周知徹底

・洗車時の節水

・リサイクル情報の提供

アイドリングストップ等のエコ運
転の徹底及び効率的な収集に
心がけ取り組んだ結果、目標
達成できた

次年も取組項目を継続し
て取り組む。○

1.３ 自動車燃料
  使用量の削減
　　　　(軽油）

○

○

計画の取組に上げた事項は実
施できたが、事務用書類作成
が多くなったこと及び購入弁当
が多くなったことにより目標未
達となった。

環境活動計画の取組に上げた
事項を実施し、また、自動車洗
車ホースに手元スイッチを取付
し節水に取り組んだが収集運
搬量の増加に伴い洗車が増加
したが目標を達成することがで
きた。

４．リサイクル
　情報の提供
　件数の向上

ー

更なる分別リサイクルを
次年度も継続して取り組
む。

次年も取組項目を継続し
て取り組む。室内作業の
効率アップを検討する必
要がある。

次年も取組項目を継続し
て取り組む。

事業者に貢献する提案を積極
的に行った。例えば、再利用可
能な中間処理の委託等。

1.2 自動車燃料
  使用量の削減
　　　　(ガソリン）

○

実施した取組内容・結果
（2022.5～2023.4）

評
価

次年度の取組計画
（2023.5～2024.4）

環境活動計画

目標項目 施策（取組項目）

電力使用量、車燃料使用量目
標達成になった。

次年度も積極的に情報
提供に努める。

取組手段は、次年度も継
続して取り組む。洗車方
法を再度検討する

☓

○

６．環境活動計画、環境活動計画に基づき実施した取組内容、取組結果とその評価、次年度の取組計画

電力使用量削減、車燃
料使用量削減の施策は
継続して取り組む。

１電力
　使用量削減

中井事業所のＬＥＤ化、不使用
時は電源OFF、エアコンの温度
は夏27℃・冬25℃設定等環境
活動計画の取組に上げた事項
を実施した結果、目標達成でき
た。

２．廃棄物
　排出量削減

３．水資源
　投入量削減

アイドリングストップ等のエコ運
転の徹底及び効率的な収集に
心がけた心がけ取り組んだ結
果、目標達成できた
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。 又苦情等も

８．代表者による全体評価と見直しの結果

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等） ○

①今回の評価結果及び指示内容等
（１）全体評価
昨年度大幅に仕事量が増えたため電力、燃料関係の目標値を変更して活動を進めた。各目標の
施策を全員で取り組んだ結果目標を達成することができた。仕事量と環境負荷の状況及び法規等
の遵守状況を見る限り、環境活動は良く実施できた。環境経営システム及び環境方針は現時点で
は変更しない。また、活動テーマによっては改善の余地が残されおり、社員が一丸となってシステ
ムの充実と改善に取り組んでいく。

（２）見直しの結果及び指示事項
①二酸化炭素の排出量は9％の削減、電力4％、軽油は3％、ガソリンは44％で全て目標を達成で
きた。又目標設定はしていないが原単位で見ても削減できていることは施策を確実に実施したこと
及び業務の効率が良くなって来ていることと思われます。今後も施策の取り組を継続するとともに
業務に無駄がないか見直しをかけ効率の良い仕事を実施し、環境の負荷の削減ができるように進
めていく。目標値の見直しはしない。
②一般廃棄物廃出量の削減では分別の徹底、裏紙の利用、受信ファックス内容を確認後印刷する
ようにし不要な印刷削減等を実施したが、事務用書類作成が多くなったこと及び購入弁当が多く
なったことにより目標未達となった。今後も更なる分別の徹底等施策の継続展開を進めていく。目
標値の変更はしない。
③水使用量の削減は、節水の周知、洗車時の高圧洗浄水の利用による節水、洗車ホースの手元
スイッチ設置等で節水に勤め目標達成できた。一人ひとりが自覚を持ち継続して取り組むが、目標
値の見直しはしない。
④ リサイクル情報の提供件数の向上は身近なリサイクル情報を多く提供して再資源化に寄与し
た。例えば、固形燃料化、肥料化できるところに中間処理の委託等。目標値の変更はしない。

神奈川県生活環境保全条例 ディーゼル車排出規制 ○

浄化槽法 浄化槽 ○

ありませんでした。
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